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１　酵母が人工培地に於いてBi を生合成する事は，

古くから知られており，先に米糠醗酵中のビタミV  Bi

の濃度についての研究を行った際，その音

ステル型Bi の合成を認めた。そこで特に菌種を選定し

晋母中最もよくBi を生合成するSaccharomyces 属

を用いて，酵母培養中に於けるビタミV  Bi の生成特に

生理的適合【生を有するエステル型Bi について調べた。

2　J. White 氏 の培地を若干修正したものを基本培

地とし，それに結晶ビタミンBi を0,  20 r, 120  r ATP

システインを50r の添加し，前培養30 時間行った酵母

iSaccharomyces cerevisiae　 を 培地100  ml    につき

lmg   の割に接種し，振撮培養24 時間行った後のビタ

ミV  B, の濃度を測定した。 Bi はBrGN 酸化 によるチ

オ クロ―ム螢光法により測定･L, 併行して培養液のpH

'アルコール生成量，酵母収量を測定し，相互の関係をみ

丈。

３　Bi 欠除培地に於いても17 ～25γ％ のBi を得た

｡が，エステル型Bi は僅少であった。又培地に対するB,

の添加量の増加にっれて，エステル型B, の生成量は増

‘加しており, 又Bi120r 添加 とBil20r 十ATP システ

イン50r 添加との比較に於いて 僅かながら有意差を認

,めた。菌体収量は,  Bi20r 添加の場合が最も多かった。


